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1. はじめに
本レポートは、Anthropic社が提供するAIアシスタント「Claude for Work」（旧称・関連製品含

む）について、その概要と主要な競合製品との比較分析を行い、特に知的財産（IP）業務にお

ける具体的な活用方法を提案するものです。2026年初頭から、AIは単なるチャットボットやコ

ンテンツ生成ツールを超え、具体的なタスクを自律的に実行する「AIエージェント」へと進化

しており、本レポートではその最新動向を踏まえた分析を行います。

2. Claude for Workの概要とアーキテクチャ
Claude for Workは、Anthropic社が2026年1月に発表したデスクトップAIエージェントです。ユ

ーザーのPC上でローカルに動作し、アプリケーションを横断して複雑で長時間のタスクを自動

実行する能力を持ちます。その最大の特徴は、特定のソフトウェアエコシステムに依存せず、

ユーザーのデスクトップ環境にある多様なツールを直接操作できる点にあります 1 。

一方で、そのアーキテクチャは意図的に「組織のコンテキスト」から切り離されています。共

有カレンダー、社内メールシステム、組織内のファイルサーバーなどにはアクセスせず、あく

まで個人の生産性向上に特化しています。これは、迅速な導入を可能にする一方で、企業全体

のワークフローとの連携には制約があることを意味します。

3. 主要競合製品との比較分析
Claude for Workの登場以降、各社から同様のコンセプトを持つエージェント型AIサービスが発

表されています。ここでは主要な競合製品との比較を通じて、それぞれの特徴と位置付けを明

確にします。
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3.1. Microsoft Copilot Cowork：エンタープライズ統合の巨人

Microsoft Copilot Coworkは、Claude for Workの技術を基盤としつつ、Microsoft 365のエコシ

ステムに深く統合されたサービスです 2 。最大の違いは「Work IQ」と呼ばれる組織のインテ

リジェンスレイヤーを活用できる点にあります。これにより、ユーザーのメール、カレンダ

ー、Teamsでの会話、共有ファイルといった組織内の情報を横断的に理解し、文脈に沿ったタ

スク実行が可能です。セキュリティとガバナンスも既存のMicrosoft 365のポリシーが適用され

るため、大企業にとって導入しやすい設計となっています。

3.2. Google Gemini for Workspace & ChatGPT Enterprise：汎用性とエ
コシステム

Google GeminiはGoogle Workspaceとの連携、ChatGPT EnterpriseはOpenAIの最新モデルへ

のアクセスを強みとします。両者ともクラウドベースで動作し、それぞれのプラットフォーム

が持つ広範なエコシステムと連携することで価値を提供します。Copilot Coworkと同様に、組

織内データとの連携や管理機能を提供しますが、その中心はあくまで各社のクラウドサービス

となります 3 。

3.3. Harvey等の特化型AI：特定業務のスペシャリスト

法律・知財分野では、Harveyのような特定の業務領域に特化したAIが登場しています。これら

のツールは、判例データベースや法規制に関する膨大な情報を学習しており、一般的な大規模

言語モデルよりも高い精度で専門的なタスク（判例調査、契約書レビュー、特許クレーム分析

など）を実行できます 4 。

4. 知的財産（IP）業務におけるClaude for Workの活用法
生成AIは、知財業務の各フェーズにおいて大きな変革をもたらす可能性を秘めています。特に、

テキストデータを多量に扱う特許・商標業務との親和性は非常に高いと言えます 5 。Claude 

for Workの「ローカル環境でのアプリケーション横断能力」は、知財担当者や弁理士が日常的

に使用する多様なツール（特許検索データベース、文献管理ソフト、作図ツール、オフィスス

イート等）を連携させる上で独自の強みを発揮します。

以下に、具体的な活用シナリオを提案します。

4.1. 特許業務における活用シナリオ

先行技術調査の自動化・高度化

先行技術調査は、AI活用が最も進んでいる領域の一つです。NEC社の事例では、生成AIとRAG

（検索拡張生成）技術を組み合わせることで、調査時間を最大93.5%削減したと報告されてい

Claude for Workが「個人の強力なアシスタント」であるのに対し、Copilot Coworkは「組

織の一員として働くアシスタント」と位置づけられます。



ます 6 。

このワークフローにより、調査担当者は検索式の試行錯誤や手作業でのコピペといった定型業

務から解放され、抽出された文献の精査や発明の核心部分の判断といった、より高度な分析に

集中できます。

明細書作成支援

明細書作成において、AIは従属クレームの生成や実施例の拡充、定型的な記載部分の作成で効

果を発揮します。多くの実務家は「人間が発明の核心である独立クレームを作成し、AIがその

周辺を固める」という協働モデルを推奨しています 5 。

4.2. 商標業務における活用シナリオ

商標業務では、顧客からのヒアリングや簡易的な類否判断などでAIの活用が進んでいます。弁

理士法人白坂の事例では、ChatGPTの活用により顧客との面談時間が半減し、事業の成長に繋

がったと報告されています 5 。

Claude for Work活用例：

1. 発明の概要をテキストファイルで入力。

2. Claude for Workが内容を解釈し、複数の特許検索データベース（例: J-PlatPat, Google 

Patents）に自動でログインし、キーワードや特許分類（IPC/FI）を組み合わせた検索式

を生成・実行。

3. 検索結果のリストをダウンロードし、関連性の高い公報を上位に並べ替える（リランキ

ング）。

4. 上位の公報について、要約を抽出し、発明の構成要件との対比表（クレームチャート）の

ドラフトを自動作成。

5. 結果をExcelやWordファイルにまとめて出力する。

Claude for Work活用例：

1. 弁理士が作成した独立クレームと発明のポイントを記述したファイルを入力。

2. Claude for Workが独立クレームに基づき、複数のバリエーションを持つ従属クレーム案

を複数生成。

3. 発明のポイントに基づき、明細書の「発明が解決しようとする課題」「課題を解決するた

めの手段」「発明の効果」のセクションのドラフトを作成。

4. フローチャートや構成図が必要な場合、作図ツール（例: Visio, draw.io）を操作して、ラ

フな図を自動生成する。

Claude for Work活用例：

1. 顧客がWebフォームに入力した商標（ネーミング案）と指定したい商品・サービスの情



4.3. 活用における注意点

AIを知財業務に活用する際は、以下の点に留意する必要があります。

• 機密情報の保護: 未公開の発明情報などをクラウドベースのAIに入力する場合、情報漏洩の

リスクがあります。Claude for Workはローカルで動作するため、この点では比較的安全性

が高いと言えますが、ツールの利用ポリシーや設定（オプトアウト等）を十分に確認する

必要があります。

• ハルシネーション（幻覚）: AIは事実に基づかない情報を生成することがあります。特に特

許番号や判例引用など、正確性が求められる場面では、AIの出力を鵜呑みにせず、必ず専門

家が一次情報に当たってファクトチェックを行うことが不可欠です 5 。

• 専門家による監督: AIはあくまでアシスタントであり、最終的な判断は弁理士などの専門家

が行う必要があります。弁理士法との関係でも、AIの利用は弁理士の監督下で行われること

が前提となります。

5. 結論
Anthropic社のClaude for Workは、ローカル環境でアプリケーションを横断してタスクを自動

化できる強力なAIエージェントです。Microsoft Copilot Coworkのようなエンタープライズ統合

型AIとは異なり、個人の生産性向上に特化している点が最大の特徴です。

知財業務においては、そのアプリケーション操作能力を活かし、先行技術調査の自動化、明細

書作成支援、商標の簡易調査など、多岐にわたる定型業務を効率化できる大きな可能性があり

ます。ただし、その利用にあたっては、機密情報の管理やハルシネーション対策、専門家によ

る監督といった課題を十分に認識し、AIを「信頼できるが、検証が必要なアシスタント」とし

て位置づけることが成功の鍵となります。

AIエージェント技術の進化はまだ始まったばかりであり、今後、知財業務のあり方を根底から

変えていくことになるでしょう。
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